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国立循環器病研究センター研究所 肺高血
圧症先端医学研究部 特任部長／国立循環器
病研究センター病院 肺循環科 医長 大郷剛
先生に、20年近くにわたり肺動脈性肺高血
圧症に罹患されている患者さんについて
お話を伺いました。
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1 Aさんへのベンテイビス®導入の経緯

　ベンテイビス®については、吸入という他の薬剤にはないアプローチ
ができる肺動脈性肺高血圧症治療薬として採用し、国立循環器病研究
センター病院としてこれまで10人程度の患者さんに導入しています。
　Aさんは東京在住中に都内の大学病院で、治験としてベンテイビス®

を導入されています。2年半ほど前にAさんが大阪に戻って来て私が
担当することになった時には、当時Aさんを担当されていた先生から

経過を直接伺っています。Aさん自身はベンテイビス®を吸入すると
日々の活動が楽になることを自覚しており、仕事を再開しながらの
生活にベンテイビス®を組み入れる努力をしていました。現時点の治療
としては、経口薬2剤とベンテイビス ®を用いており、血行動態に
対してはもう少し治療を強化したいと考えているものの、自覚症状
はベンテイビス®によって改善しています。

禁忌、効能又は効果、効能又は効果に関連する注意、用法及び用量、用法及び用量に関連する注意、使用上の注意についてはDI頁をご参照ください。

紹介する症例は臨床症例の一部を紹介したものであり、すべての症例が同様な結果を示すわけではありません。
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2 ベンテイビス®導入の実際

　当院では、比較的軽症から中等症で、労作時の息切れなどの自覚
症状が残存する患者さんに対し、症状および運動耐容能の改善を期待
してベンテイビス®を追加することが多いです。なお、Aさんも話され
ているように、ベンテイビス®を吸入することは呼吸筋のトレーニング
にもなっているかもしれません。
　ベンテイビス®導入に際しては、従来は当院のクリニカルパスに
沿って4～ 5日間入院していただき、看護師が吸入指導を行いながら
導入していましたが、最近では外来での導入も始めています。まずは
外来で医師からベンテイビス®について説明し、看護師が付き添いな
がら吸入のDVDや資料を見てもらいます。当日からいきなり開始する

のではなく、次回来院時に改めて意向を確認してから、院内で実際に
初回の吸入をしてもらいます。吸入後は30分程度様子をみて問題が
なければ帰宅いただき、2回目以降は自宅での吸入となります。
　実際に吸入を始めた患者さんは、最初は 1回の吸入に15分程度
かかること、1日に何回も吸入すること、しかもその度に手入れが
必要ということで、負担に感じるようですが、次第に慣れて、短時間で
吸入できるようになる患者さんもいます。私も水を入れて実際に吸入
してみましたが、吸入の仕方によって吸入時間が短縮できることを
確認しています。結果的に、自覚症状や検査値でベンテイビス ®の
効果を実感した方は、吸入を続けることができていると感じています。
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3 Aさんとベンテイビス®

　副作用についてはAさんでは特記すべきことはありませんでした。
一般的にベンテイビス ®は忍容性が高く、他の薬剤のように頭痛が
問題となることも比較的少ないと感じていますが、吸入薬という特性
からか、咳のために中止せざるを得なかったケースを経験しています。
　Aさんは仕事をしながら、1日7回の吸入をいろいろと工夫して上手

に続けています。趣味も楽しまれているようで、本人もベンテイビス®

のおかげだと言っています。ベンテイビス®については、頻回の吸入と
手入れなどの手間はかかるものの、注射薬と比較すると、痛みが少な
いことや常に点滴をつながれていないという解放感をAさんに与えた
のではないかと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　
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CASE：大阪府Aさん

女性　40歳代
■肺動脈性肺高血圧症の罹患期間：約20年
■職　業：事務職
■家族構成：一人暮らし
■併存疾患：心房中隔欠損症の手術歴
■肺動脈性肺高血圧症の治療歴：
診断当初：プロスタサイクリン（PGI2）誘導体製剤と夜間酸素療法
X－18年：その後15年以上にわたり、さまざまな経口薬治療を受ける

（複数件の治験に参加経験あり）
X－3年：治験に参加して以来ベンテイビス®を服用
現　　在：ホスホジエステラーゼ（PDE-5）阻害薬、エンドセリン受容体

拮抗薬（ERA）、ベンテイビス®

Aさんのプロファイル 

ベンテイビス®との生活が始まる

職場にも遊びにも
ベンテイビス®と出掛ける

患者さんの声

ベンテイビス®を始めるまで
　私は25歳の時、脇腹の痛みをきっかけに肺高血圧症と
診断されました。確かに階段を上がりづらく、少し走ると
動悸が出て、息切れも自覚していました。その後、国立循環
器病研究センター病院にて、心臓の病気が見つかり手術を
経験しています。3年ほど前に治験でベンテイビス ®と

出会うまでは飲み薬での治療を続けていました。当時は
東京に住んでおり、東京の大学病院でベンテイビス®の治験
を勧められました。直接肺に入っていくお薬ということで、
吸入器の扱いが大変そうでしたが、その時は仕事をして
いなかったこともあり参加してみることにしました。　
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　治療開始当初は吸入器の操作に不慣れなこともあり、
吸入器の操作方法の説明を担当した治験コーディネー
ターの方と一緒に試行錯誤していました。ただ、1日に何回
も吸入するのですぐに慣れていきました。私の場合、
当初、吸入時にむせて咳込んでしまうことがありましたが、
薬が効いている証拠だと思い吸入を続けているうちに、
咳込むこともなくなりました。ベンテイビス®を吸入する
際は意識して呼吸を行うため、おなかの筋肉が鍛えられ
ているような印象もありました。
　最初のうちは1回の吸入に15分もかかり、毎回のお手
入れも負担に感じていましたが、吸入を続けているうち
に5分程度で吸入できるようになり、吸入後のお手入れ

についてもコツがわかってきました。外出先や職場では
水洗いをして、次の吸入の際には水分を切ってから使用
しています。ただ、少なくとも 1日に1回は食器用洗剤
で洗うようにしています。稀にうまく動いてくれない時
がありましたが、原因がわかるようになってきたこともあ
り、今では問題なく吸入できています。　　　　　　　　
　

副作用：国内第Ⅲ相試験において、ベンテイビス®が吸入投与された27例中、21例（77.8％）に副作用（臨床検査値異常を含む）が認められた。主な副作用は頭痛11例（40.7％）、
咳嗽5例（18.5％）、低血圧4例（14.8％）、浮動性めまい3例（11.1％）、潮紅3例（11.1％）、ほてり3例（11.1％）、腹部不快感3例（11.1％）等であった。

ベンテイビス®の安全性情報

　今は事務の仕事をしています。私は肺高血圧症に加えて心臓の病気
もあったので、身体障害者手帳をもらって（身体障害者の認定を受け
て）いました。仕事を始めるにあたっては、それを前提にハローワー
クの身障者専門窓口や身障者を対象にした職業紹介エージェントを
活用して就職先を決めました。普段の体調や吸入薬を服用しているこ
となどを伝えておいたため、病状に配慮してもらえて、ベンテイビス®

を吸入する場所を確保できる職場を紹介していただきました。その
おかげで、職場でも決まった時間に吸入することができています。
ベンテイビス®は、1日分のアンプルを入れるケースを自分で用意し、
ベンテイビス ®用のバッグに一式を入れて通勤しています。朝、
出社するまでに自宅で 2回、職場でお昼までに 1回、お昼休みに
1回、そして職場でもう1回か2回吸入してから帰宅して、自宅で
残りの吸入をしています。もう3年近くベンテイビス®と付き合って
いますから、お休みの日に電車で遊びに行く時などは優先席で
吸入することもあります。付き合っている友人達には、病気のこと
や吸入薬のことをあらかじめ話してあります。
　私はベンテイビス ®をはじめとする薬物療法のおかげで充実
した毎日を送ることができています。以前は階段を数段上がるだ
けでもつらかったですが、今ではお休みの日にはコーラスを楽し
んだり、フリーマーケットに参加して自分で作った手芸品を売った
りもしています。私はベンテイビス®に感謝しています。


